
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書以外の本を読んで初めて感動したのは、

小学生の頃に祖母が買ってくれたフランシス・ホ

ジソン・バーネット著の「小公女」でした。挿絵

の影響もあってか想像力が働き、主人公のセーラ

が働き疲れて屋根裏部屋に戻った時に目にした

温かい灯や、テーブルに置かれた食事から、冷え

切った体にスープが染み渡るような、まるで匂い

や色や温かさが伝わってくる感覚がありました。

また、主人公に対する理不尽な扱いに憤ったり、

見守ってくれる人の存在に癒やされるなど、追体

験によって、それまでに体験したことがない様々

な感情が沸き上がった記憶があります。 

ヒューマンケアの実践について学ばれている

学生の皆さんには、多様な背景や状況に置かれて

いる人々の援助を考え実践することが期待され

ています。しかし、これまで経験してきた受験勉

強等で多肢択一の思考が身に付いていたとした

ら、ヒューマンケアの実践は容易ではないかもし

れません。なぜなら人を対象とした援助は、一つ

の正解を求めて実践するのではなく、グレーゾー

ンの中から、その人にとっての最善の援助を考え

て実践しなければならないことが多くあるから

です。そのため、様々な場面で多くの人々とコミ

ュニケーションを図ることや、多くの本を読んで

追体験することで、人の思いや心の痛み、多様な

価値観や失うことのない希望等について理解す

ることをお勧めしたいです。本には映像や音が掲

載されていないからこそ、想像力がかき立てられ

るというメリットがあります。豊かな想像力から

新しい価値観が生み出され、そして創造力へと発

展し、相手の思いに寄り添った最善の援助を考え

る力が養えるものと私は考えます。 

そうは言っても日々の課題への取り組み等で、

専門書を紐解くのが精一杯、という学生も多くい

ることでしょう。平日は難しくても、時間に余裕

ができた際には専門書以外の本に触れてみては

いかがでしょうか。人を見る視点が拡がったり、

新たな価値観に触れる一冊に出会えたら最高だ

と思います。 

最高の一冊との出会いを大切に 
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